
9津地域まちづ<り計画
2024-2028策定とプロジェクト
チームの発足を決定‖

11月 26日 に3津東コミユニテイセンター(3津公

民館)で、出□矢B之さんを議長に、臨8寺総会を開催し

ました。

議案は、今津地域まちづくり計画策定と、ともなう

プロジェクトチームを発足することです。

今津地域のまちづ<り計画は、当協議会準備会で

協議・検討した内容に基づき、直近の課題を中′卜にま

とめたもので、樹立した2021年から2023年度計画に

そつて現在、活動が進められています。

現計画に続く2024年から2028年度計画を来年度

末までに策定するというものです。策定にあたつて

は、新たに地域や年代別など、各層からの委員によ

る意見や住民の皆さん、現自治協の委員など、多<
のご意見をお聞きしながら、足もとの地域課題や資

源を生かした計画を立てるため、自治協内にプロジ

ェクトチームを編成するものです。

議案審議では、活発な意見がだされ、さまざまな

まちづ<り計画に対する想いが伝わつた審議となり

ました。議案|ま全員挙手にて可決いたしました。

活発な意見が出さ
れました。

[プロジェクトチーム]

3津地域の具体的な将来

ビジヨンを検討し、自治協の

主体89な活動とあわせ策定

提案をすることを目80にして

います。委員は約 20人。202

4年3月 31日までの期間で議

論を進めます。

地域住民自治協議会は・・・

EXIe自治会だ|すでな<、 地域で活躍されて

いるさまざまな団体がお互い連携しなが

ら、今津地域を元気にし、活力あるまちづ<
りを行なうことを目的にしています。

一人ひとりが主役の組織です。
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澤田会長は「自治協に新たな′卜強いメン

バーも増え、活動がようや<実態に即した形

になつてきた。市と連携して、今後の事業や

次の新たな5カ年計画を策定して、住民とと

もに3津地域が元気で活力ある街となるよ

う、ともに頑張りましょう」と挨拶。

餡 は難韓難逮聾難壼

開会あいさつをする澤田会長

全員挙手で承認されました。
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11月 25日 、近江3津駅西根」広場に鮮やかなイルミネーションが点

灯しました。

民間団体が企画している「まちに明かりをプロジェクト」と連携し、

玄関□である近江3津駅のにぎわいを作り出そうと実施していま

す。当会と高島市、地域の (株 )七黒の七黒幸太郎さんが連携し実現

しました。

スマホで撮影する人もあり、「駅に降りて、華やかなイルミネーショ

ンを見ると、明るくて不□む気持ちになる」と見上げていました。

令不B5年 1月 10日まで点灯を予定して

います。 動 活用製

防災に対する支援事業
区・自治会での自主防災組織活動を支援することを目的

に、区。自治会などの要望に応え、日ごろからの防災意識の

向上に取り組むものです。

10月 16日に実施された浜分区自主防災会による防災訓

練のなかで、可搬消防小型ポンプの操作研1多を行いまし

た。操作方法は、高需市消防団出□茂不□今津副団長が手順

を解説。参加者は動作確認しながら放水しました。

当日は近江3津駅E集合し、駅

東広場の記念碑前を出発。琵琶湖

周航の歌資料館から琵琶湖周航通

りを経て3津港へ。浜通りから九里

半街道・起終点地、ヴォーリズ通り

から辻川通りと回り、ポイントごと

に説明を聞きながら移動しました。

11月 12日、通りのガイド現地講習会が開かれました。6月に

3津の歴史や観光などについて2回の講義を聞き、実際に
現地を回りながらガイドの実際を学びました。

講師は、ガイドをされている春Ш太郎さんと澤田浩さん
が、通りにある史跡や歴史、3津、琵琶湖など幅広い知識と
ガイドポイントを解説。受講生はlヶ所づつ確認しながら、真
実」に聞き入つていました。

「あらためてガイドを聞<と、なるほどと納得する。通りだ
けでもこれだけあるのかと再認識した」と話していました。



地 域 の 魅 力 を 発 信 違 江鎌 駅前帖 部の動 マ朔 につづき,端
れた人に、もっと魅力をアピールできるよう、今津中′心部だけでな
<、 3津地域全体を総含的に判りやす<解説した第2]単マップを作

成中です。

まだまだ多<の魅力ある場所を、マップを手に訪ねられるよう、
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環境を学び、地域と琵琶湖の

自然を将来につなげるため、10

月9日、3津中学校と「環境を守

るいまづの会」、高島市、高島市

走会糧荘協議会:滋賀県と連携 |:II驚
し、琵琶湖岸に緊殖が確認され

ている特定外来植物の駆除と年
々減少傾向にある「ハマヒlbガ

オ」の群落保全を学びました。

28人が参カロし、琵琶湖岸に打ち上げられたゴ

ミや空き缶などを回収。「こんな物も」と驚きな

がら、砂浜をていねいに見回りながら軽トラック

約―台分を拾い集めました。

河□に繁殖し、農業被害も31きおこす特定外来

植lla「 ナガエツルノゲイトウ」の特1性を県琵琶湖

環境部自然環境保全課の中丼克樹副主幹から学

びました。「一番厄倉なことは、茎がちざれやす

<数 cmの断片から簡単に発根し広がる。水陸両生

なので草刈機などでの中途半端な駆除は面積を

拡大することになる。適正に処理しないと止めら

物を単遮

中丼副主幹から説明を聞<参力8者

れない」と説明を聞き、「なかなか手強い相

手」だと参加者は現物を見入つてしヽました。

参DElした中学生は「地域とつながり琵琶湖

という豊かな自然環境を守ることは人事な

ことだと思つたし、大変なことだとも感じた。

これから個人00にも関わつていきたいと思

う」と感想を話しました。

今後、環境学習だけでなく、広<今津中学

校と地域が連携した取り組みをすすめてい

<ことにしています。

地域の活動な支援「コうボ未来食堂」 子ども食堂支援事業
2018年から毎月第4土曜日を基本に、1日北コミユニティ

センターで開かれている子ども食堂。「子ども食堂を倉し

てさまざまな人が集い、自然な形で学び含う関係」をめ
ざして運営されています。

11月 23には、同会が支援した「コラボ 未来食堂」が、場

所を変え、今津東コミユニティセンター(3津公民館)で開
かれました。



広域避難所運営相談事業

いざという時には、あわてず行動することが原貝」
ですが、想定される災害を知りt地域でできること、家

庭でできること、ひとりでできることを確認しておくこ

とは人事なことです。

広域避難所は、自宅にいることが危険な方や自宅

の被災等により戻れない方を受け入れる施設です。そ

こでは複数の区・自治会が避難することになり、住民
の自主運営が原員」とされています。避難所のルールを

決めるとか連絡や避難者の受け入れ、備蓄物資等の

搬入など多くの運営業務が発生します。

そこで現在、広域避難所単位で想定される状況に

備えて話し含いがすすんでいます。

3津上体育館を広域避難所とする4区の活動を参

者に、11月 28日に3津総含運動公園スパーク3津を広

域避難所とする5区が、初めての運営会議を開催しま

した。また、3津東コミュニティセンターを避難所とす

る中浜区・北浜区では、3年も見学会と意見交換会を1

2月 11日 に開きました。

今津地域内には17ヶ所の避難所があります。スムー

ズに避難所運営ができるよう支援していきます。

避難所で活躍する段ボール
ベットを組み立てる参力0者。

ゲームは、魚
つリゲームの

要領で封筒に

入つたごみ力

―ドをつり上げ、1lヶ所の分冨」場所に入れ

るというもの。親子で参加した家族は「い

ろんなカードが入つていて、よ<者えない

と半」らないものもある。何気なく分けてい

たけど、ちゃんと理解しておかないと“・」

と改めて思ったと話されました。子ども達

も「わからない」を連発しながらも、聞きな
がら仕分|すし、担当者は、遊びながら身近
に感じてもらえればと説明に追われてい

ました。

路上あそじで分朧ゲーム |卜  ご紛 刷学習:
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名小路商店街で 11月 5日～6日に開かれた「名小路誕生祭」のなか

で、親子で「わくわく路上あそび」(5日 )が催され、あわせて近江3津駅

西倶」広場で「ごみ分目」ゲーム」を実施しました。



義輯

あつきん瀦蝙
2004年に始まった「お

つきん !椋川」。集落の

亀 中を歩いて、地元の人
が作る食べ物や手仕事

品を楽しみながら交流できる「てづ <りの収穫
祭」です。高島市内はもちろん、県外からも多くの

方が訪れ、地域の方と交流します
「おっきん !椋川」は、一人のおばさんの「朽本

の朝市みたいなことができたらなあ」という一言
からでした。そして、「椋川に伝わる食や手仕事な
どの“暮らしの文化 "を伝えたい」「椋川という村
を矢Bってもらいたい」という思いがあったので、
朝市ではな<、 村の中を歩いて交流する形になり
ました。

「おつさん」を始めた当初
は、準備の大変さもあり、イ
ベント開催に対する疑問や
意見も少な<ありませんで
した。しかし、継続的な交流

によって、先人から受け継がれてきた暮らしの文

化が評価され、地域の人の意識も前向きに変わっ
たと感じています。また、「おっきん」のときには、

子どもや孫、親戚の人が戻ってきてお祭りを手伝
って<れていて、暮らしの文化が、子どもや孫に伝
えられる世代間交流の場にもなっています。お祭
りのにぎわいは「盆・正月・“おっさん"」 という言葉
がある<らいです。ただ、ここ数年、高齢化によっ

て、出店できる地元の人が減り「おっきん」も縮小

llE向 にありますが、地元の人が続けたいとい
う気持ちがあるF85は、開催していきたいです。

椋川には、森林や川、田畑などの自然の素
材がた<さんありますが、これらの素材が活か
されずに放置されています。素材を活かしてく
れる地元の人や他所の人を増やすためにも、
「おつきん !椋川」を今後も続けていきたいと
思います。

(文章:「結いの里・椋川」事務局・是永宙)

年末年始の火災予防

高需市消防団3津分回の年末消防副|1練 が12

月11日、椋川区で開かれました。

冬の3寺期は空気が乾燥し、暖房器具や人気を
使用する機会が増えることから、火災の発生が

増加する恐れがあります。かけがえのない生命
と財産を守るためにも、お出かけ前やお体み前
はもちろんのこと、人の元には十分注意をしまし

ょう。
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近江今津駅から大供区の三叉路までの区間

産業0観光。文化部会で|よ、「通りのネーミング」事業

で名称を募集しましたところ、多<の応募をいただきま

した。

三つの通りの愛称は決定させていただきましたが、

応募内容をご報告いたします。

近江今津駅から今津港までの区間

り

[駅前ユ|,ノ キ通り]

【応募のあつた名称】

ユl」ノキ街道通り、昭不B新道 (東西線)、 駅南大通り、
・
琵琶湖周航通り、3津駅ユlJノキ通り、ユ|ジノキ並本

通り、巡礼通り、桜通り、ユl」ノキ並本道、ユリの本通

り、ゆりの本□―ド、ユ|リノキ通り、駅前大通り、琵琶

湖大通りて駅前ユ!Jノキ通り

【選者理由】

多<の応募に「ユ:Jノキ」が入り、駅前に通じる事か

ら駅前ユIJノキ通りとしました。

江若鉄道の線路があつた通り
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[江若鉄遺記念通り]

【応募のあつた名称】

江若鉄道の道、江若鉄道想い出の道、江若線路跡通

り、江若鉄道通り、こうじゃ<通り、江若鉄道記念通り

1日江若鉄道通り、汽車道

【選者理由】

応募されたほとんどの方が「江若鉄道」という名

称をつけ、記憶に残したいとの思いで選定しました。

【応募のあつた径称】

はなの港通り、昭不□新道 (琵琶湖線 )、 湖風通り、周航

ろまん通り、今津港フラワー□―ド、港はなのみち通り

巡礼通り、ひつじぐさの道、びわ湖御幸通り、はなのみ

ち、美化活動はなのみち、周航の歌通り、さざなみ通

3津花街道、ひつじぐさ通り、巡礼フラワー通り、西国

巡礼通り、琵琶湖周航通り

【選者理由】

3津田は「琵琶湖周航の歌」発祥の地です。竹生島

に向かう多くの観光客が歩<道を重視しました。



街ネターはM熙褥絋襦 つ 鰺

11月 27日、色づいた柿畑のなかで第 5回柿

まつりが開かれました。

特産の「富有柿」の収穫が最盛期となり、会場

に柿カレーやキッチンカー、自然素材を生かした

ワークシヨップなどが出店し、多くの来場者は柿

の収穫体験や新鮮野菜を買い求めながら深ま

る秋を堪能されたようでした。

県内最大の柿産地であ

る「柿の里 3津」。

」Aレーク滋賀農産物選

果場では、コンテナで持

ち込まれる富有柿を検査

選 Bljし、市場などに出荷し

ています。今年は天候に

よリー部着色が遅れたと

ころもありましたが、品

質・収量ともに良く、フル

稼働していました。

子ども達も、もざ取り収穫体験に大喜び。

活動工 :lア

の考え方は?
住民自治協議会は、地域住民の連帯意識や伝

統文化の共有など、連携意識が醸成しやすい工

リアが望ましいとされています。既に中学校区単

位でさまざまな活動をされている各種団体があ

り、新たなコミユニティの形成に向け連携できる

素地があります。このことから高轟市地域コミユ

ニティ推進指針の中で、中学校区ごとの活動エリ

アと定めています。

より、地域の実態に即した活動をおこなうため

の区域となります。

いう現状がありますが、体制もふくみ活動が

進むにつれ、着実に関わりが広がっているよ

うにも感じています。

自治協では、ホームベージを作成中です。

ブロジェクトチームで検討をすすめ、SNSを

活用しながら地域に根ざした“関わり人□"

を増やせるようなホームベージを目指して

います。次期5年のまちづ<り計画の策定も

スタートしますので、ホームベージを有効に

活用した広報を進めていきます。いろいろな

ご意見をお間かせ<ださい。

令不□5年もよろし<お願いいたします。


